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承認第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第３号 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認第６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２４号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２５号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第２９号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第３３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

専決した事件の承認について（九度山町税条例の一部を改正
する条例について）

承認

専決した事件の承認について（九度山町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の一部を改正する条例について）

承認

専決した事件の承認について（令和７年度九度山町一般会計
補正予算（第１０号）について）

承認

専決した事件の承認について（令和７年度九度山町後期高齢
者医療特別会計補正予算（第３号）について）

承認

専決した事件の承認について（令和７年度九度山町介護保険
特別会計補正予算（第４号）について）

承認

九度山町印鑑条例の一部を改正する条例について 可決

財産の取得について（バキューム車） 可決

九度山町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例
について

可決

九度山町立児童館設置及び管理条例の一部を改正する条例に
ついて

可決

九度山町集会所等設置及び管理条例の制定について 可決

令和８年度九度山町一般会計補正予算（第２号）について 可決

令和８年度九度山町介護保険特別会計補正予算（第１号）に
ついて

可決

令和８年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第２号）に
ついて

可決

令和８年度九度山町一般会計補正予算（第３号）について 可決

令和８年度九度山町簡易水道事業会計補正予算（第３号）に
ついて

可決

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対
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同意第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

同意第２号 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

同意第３号 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 －

九度山 中谷　裕一 氏 椎出 松井　清澄 氏

九度山 松山　幸弘 氏 下古沢 道浦　健壽 氏

入郷 藤井　栄太郎 氏 中古沢 堀口　正男 氏

入郷 玉置　惠子 氏 河根 道上　敏晴 氏

入郷 海堀　一信 氏 河根 西浦　康雄 氏

慈尊院 丹下　明広 氏 東郷 倉谷　佳伸 氏

椎出 野中　浩三 氏 橋本市 前田　貴史 氏

固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
　河内長野市　正野　惠胤 氏

同意

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ
とについて
　下古沢　下坊　こずえ 氏

同意

固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めるこ
とについて
　九度山　庵上　和訓 氏

同意

農業委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

※議長は採決に参加しません。　○賛成　●反対

番　号 件　　　　　名 結果

野

口

恭

久

阪

井

亮

太

森

一

司

前

田

彦

尚

西
岡
加
津
子

松
本
孝
太
郎

前

川

成

巳

今
井
三
惠
子

伊

丹

俊

也

同 意

同意第４号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和８年第２回定例会（ 会期６月２日～１８日 ）
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■
令

和

８
年

度

九

度

山

町

一

般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て 

 
歳
出 

 

総
務
費 

 

○
不
動
産
鑑
定
業
務
委
託
料 

 

問
　

不

動

産

鑑

定

業

務

委

託

料
は
、
税
の
滞
納
に
対
す
る
強

制

執

行

の

準

備

段

階

と

い

う

理
解
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

答
　

滞

納

者

と

の

納

税

交

渉

を
継
続
し
た
う
え
で
、
納
税
意

思

が

見

ら

れ

な

い

場

合

に

は

土

地

の

差

押

え

や

公

売

を

行

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
、
公
売
価
格
の
算
定
に
必
要

と

な

る

不

動

産

鑑

定

を

委

託

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
町
と

し

て

は

引

き

続

き

納

税

交

渉

に
努
め
ま
す
。 

    

民
生
費 

 ○
地

域

子

育

て
支

援

拠

点

事

業
委
託
料 

 

問
　

地

域

子

育

て

支

援

拠

点

事
業
委
託
料
の
増
額
は
、
主
に

ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。 

 

答
　

子

育

て

支

援

拠

点

の

開

設

日

を

週

３

日

か

ら

週

５

日

に
拡
充
す
る
こ
と
や
、
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
に
対
応

で

き

る

職

員(

保

育

士)

を

増

員

す

る

こ

と

な

ど

に

よ

る

も

の
で
す
。 

 

再

問
　

子

育

て

支

援

事

業

と

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

の

利

用

手

続

き

は

同

じ

で

す

か
。 

 

答　

手
続
き
は
異
な
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

事

業

は

対

象

と

な

る

親

子

が

直

接

施

設

へ

申

し
込
み
ま
す
。
一
方
、
「
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
」
は
、
町

の
認
定
を
受
け
た
後
、
事
前
面

談

や

利

用

予

約

を

行

う

必

要

が
あ
り
ま
す
。
対
象
年
齢
も
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。 

衛
生
費 

 

○
こ
ど
も
家

庭

セ
ン
タ
ー
備

品

購
入
費 

 

問
　

こ

ど

も

家

庭

セ

ン

タ

ー

は

既

に

設

置

さ

れ

て

い

ま

す

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
業
務

を
行
う
予
定
で
す
か
。 

 

答
　

今

年

の

秋

に

開

設

す

る

予
定
で
す
。 

業
務
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
期

か

ら

子

育

て

期

ま

で

の

相

談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。
住
民

課
、
福
祉
課
、
学
校
教
育
課
の

家

庭

教

育

支

援

チ

ー

ム

が

連

携
し
、
一
体
と
な
っ
て
対
応
し

ま
す
。 

 

○
ご
み
集

積

ボ
ッ
ク
ス
設

置

補

助
金 

 

問
　

町

営

住

宅

へ

の

ご

み

集

積

ボ

ッ

ク

ス

の

設

置

は

ど

の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。 

 

答
　

町

営

住

宅

へ

の

ご

み

集

積

ボ

ッ

ク

ス

の

設

置

に

つ

い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 

教
育
費 

 

問
　

町

立

幼

稚

園

創

立

１

０

０
周
年
記
念
事
業
は
、
い
つ
頃
、

ど

の

よ

う

な

内

容

を

予

定

し

て
い
ま
す
か
。 

 

答
　

令

和

９

年

２

月

頃

の

開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
式
典

の
ほ
か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ

る

イ

ベ

ン

ト

や

バ

ル

ー

ン

を

使
っ
た
催
し
な
ど
、
子
ど
も
た

ち

が

楽

し

め

る

内

容

を

検

討

し
て
い
ま
す
。 

 

歳
入 

 

○
第
三
者
行
為
に
よ
る
賠
償
金 

 

問
　

第

三

者

行

為

に

よ

る

賠

償

金

と

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で
す
か
。 

 

答
　

子

ど

も

医

療

費

助

成

の

支

給

対

象

者

が

交

通

事

故

に

遭
い
、
そ
の
医
療
費
の
自
己
負

担

分

を

子

ど

も

医

療

費

か

ら

助
成
し
て
お
り
、
後
日
、
相
手

方

の

保

険

会

社

へ

賠

償

金

の

請
求
を
行
い
ま
す
。

 

主
な
議
案
・
質
疑
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一
般
質
問
と
答
弁 

  

前
田　

彦
尚 

議
員 

 

 

問
　
岡
本
町
政
６
期
目
の
初
議
会
に

当
た
り
、
改
め
て
決
意
と
主
要
施
策

に
つ
い
て
問
う 

 

質
問　

６
期
目
の
選
挙
公
約
と
し
て

定
住
施
策
、
福
祉
施
策
、
新
産
業
創

設
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
そ
の
他

の
５
つ
の
柱
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 次

の
４
点
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
お
ら
れ
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。 

１
点
目
は
、
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
事
業
の
利
便
性
向
上
に
つ
い

て
。 

２
点
目
は
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
の
本
格

稼
働
に
つ
い
て
。 

３
点
目
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
推

進
に
つ
い
て
。 

４
点
目
は
、
町
営
住
宅
（
旭
・
梅
林
）

団
地
の
払
い
下
げ
推
進
に
つ
い
て
。 

 

町
長
　
１
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い
活

動
の
推
進
及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業

で
あ
り
ま
す
。 

　

本
事
業
は
、
平
成

年
度
か
ら
公

19

共
交
通
機
関
の
通
っ
て
い
な
い
地
域

に
居
住
す
る
満

歳
以
上
の
一
人

75

暮
ら
し
の
世
帯
等
一
部
地
域
の
方
を

対
象
と
し
て
試
行
的
に
開
始
し
、
そ

の
後
対
象
地
域
の
拡
大
や
チ
ケ
ッ
ト

交
付
枚
数
を
年
間

枚
か
ら

枚

24

36

へ
増
加
す
る
等
段
階
的
に
制
度
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　

６
期
目
の
公
約
に
掲
げ
た
「
シ
ル

バ
ー
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
事
業
の
利

便
性
向
上
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対

象
者
の
年
齢
要
件
を
原
則
満

歳
75

以
上
か
ら
満

歳
以
上
に
引
き
下

70

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

再
問　

町
民
の
声
と
し
て
「
１
回
に

１
枚
で
は
な
く
、
２
枚
３
枚
使
え
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
」「
頂
い
た
チ

ケ
ッ
ト
は
、
本
人
の
自
由
に
使
え
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
」等
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

福
祉
課
長　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

利
用
者
の
皆
様
の
ご
意
見
、
利
用
状

況
等
、
制
度
の
公
平
性
や
事
業
効
果

も
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

町
長　

２
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
地
区
を
対
象
に
集
積
所
ま
で
の
ゴ

ミ
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い

者
で
構
成
さ
れ
る
家
庭
に
対
し
て
、

在
宅
生
活
の
支
援
の
た
め
、
自
宅
ま

で
戸
別
に
回
収
を
行
う
こ
と
を
試
験

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
回
収
頻
度

は
、
週
１
回
、
回
収
す
る
ゴ
ミ
は
、

燃
え
る
ゴ
ミ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
３
種
類

で
す
。
秋
か
ら
本
格
的
に
事
業
と
し

て
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
回
収
す

る
ゴ
ミ
の
種
類
を
拡
大
し
て
住
民
の

皆
様
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
参

り
た
い
。 

 

再
問　

こ
の
制
度
の
中
で
支
援
を
受

け
る
事
が
出
来
る
対
象
者
は
、
ど
う

い
う
方
々
で
す
か
。 

 

住
民
課
長　

対
象
者
の
要
件
と
し
ま

し
て
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要

支
援
事
業
対
象
者
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
に
該
当
す
る
方
、
療
育
手
帳
Ａ
判

定
に
該
当
す
る
方
、
精
神
障
害
者
手

帳
１
級
を
所
持
す
る
方
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
で
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
対

象
者
認
定
審
査
会
で
認
定
を
受
け
た

方
で
す
。 

 

町
長　

３
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
よ
り
公
共
施
設
５
か
所
に
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
い
、
防
犯
対

策
を
強
化
す
る
こ
と
で
住
民
の
不
安

軽
減
を
図
り
地
域
の
安
全
向
上
を
図

っ
て
参
り
た
い
。 

４
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旭
団

地
で
は
、
今
ま
で
３
回
の
譲
渡
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
も
希
望
が
あ
れ

ば
随
時
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

梅
林
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
団
地
の
在
り
方

を
全
体
的
に
見
直
し
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
住

民
の
方
々
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
計
画
案
を
作
成
し
た
上
で
説
明

会
を
行
い
、
方
向
性
を
出
し
て
い
き

た
い
。
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